
 
 

 
北広島町内小学校 

   
夢と感動の体験!! 北広島ふるさと夢プロジェクトを終えて 
～地域・保護者の皆様のご理解とご協力に感謝しております～ 

 
「ふるさとを知り，ふるさとを愛し，将来ふるさとに住みたい，ふるさとに帰りたくなる子供の育

成」をめざして実施している『北広島ふるさと夢プロジェクト事業』の３年目を終えました。 

今年も，昨年度と同様に，４年の「北広島 お宝発見・体験ツアー(9/22)」，５年の「『民泊体験』～北

広島のよさを満喫しよう～(7 月，8・9月)」，６年の「夢と希望を乗せて，ロケットを飛ばそう(10/19)」を

実施しました。４年と６年の事業は３年継続，５年の事業は２年継続しており，町教育委員会・関係諸団体と連

携した運営も円滑にすることができています。 

参加児童・学校職員の実施後のアンケート等を分析すると，全体的には，「子供に町の魅力を再認識

させることができ“ふるさと”への愛着心を育てたり，将来『北広島町に住みたい，北広島町のために

貢献したい』という思いや考えを育てたりすることに効果的であった」といえる結果が出ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北広島ふるさと夢プロジェクト 便り 
平成３０年 

３月１６日 

 

地域の人に大切にされている，世界に
ここだけのテングシデに癒されました。 

世界に誇る『壬生の花田植』をはじめ，稲
作にまつわる伝統行事・道具を学びました。 

ジップライン楽しむぞー！ 
すごいスピード，気持ちがいいなぁ。 

八幡湿原には，珍しい植物がいっぱ
い。芸北の自然の豊かさを満喫。 

すごい迫力だなぁ。これこそ本
物のロケットだ!! 

焼きたてのアマゴは最高。みん
なでいただきます。 

植松先生から，優しく教えてもらい
カッコいいロケットができました。 

民泊先で，いろいろな田舎暮らし
をしました。ありがとうございました。 

そばを手でこねるには，結構な力がいる
なぁ。みんなで順番にがんばろう。 

【 ４年 】  

【 

５
年 

】 

【 ６年 】 

みんなで協力・分担して，おいしいカレ
ーライスを作ろう。 

回
覧 



児童を引率し，活動を支援した学校の教職員からは，次のような感想等がありました。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【ふるさと(北広島町)への愛着心等に係る「アンケート結果」について】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学年によってばらつきがあったり，高学年になるにつれ肯定的な回答が下がったりする傾向は見ら

れますが，90％以上の児童が「北広島町が好きである」と回答し，約 75％の児童が，「将来，北広島町

に住みたい」と回答しています。このように，肯定的な評価が高いことは，各学校のふるさと学習の充

実や，本事業が一定の成果を上げていることの裏づけと言えます。企画・予算立てをしてくださった北

広島町・北広島町教育委員会，町内関係諸団体・関係者に感謝しております。 

 
 

北広島町の「宿泊体験活動」の取組を全国へ発信 
  

２月７日に，総務省・文部科学省・農林水産省等が主催する「子

ども農村漁村交流プロジェクトセミナー（全国）」において，豊平

小学校の山本竜太教諭が，北広島町のふるさと夢プロジェクトとし

て取り組んでいる５年生の宿泊体験活動について，町を代表して実

践発表をしました。北広島町からは，北広島町農山村体験活動推進

協議会の小川康貴さんも参加されました。町行政・協議会・学校・

地域が一体となった取組をしていることが高く評価されました。 

 今後も，地域・保護者の方のご理解・ご協力を得て，宿泊体験活

動がより充実したものになるように，学校間で連携をして取組を進

めていきます。 

 

来年度も，北広島町の若者定住施策と連動した「北広島ふるさと夢プロジェクト」，各学校における

「ふるさと学習」の更なる充実を図っていきます。地域・保護者の皆様の引き続いてのご理解とご支援を

よろしくお願いします。 
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北広島町が好きである（４年）

（５年）

（６年）

将来，北広島町に住みたいと思う。（４年）

（５年）

（６年）

よくあてはまる だいたいあてはまる あまりあてはまらない ぜんぜんあてはまらない

北広島ふるさと夢プロジェクト ＝ 「すべては，“ふるさと”の将来を担う子供たちのために」 

〇北広島町や地域について新たな知識を得たり興味･関心が増したりして，児童はふるさとが好きになり誇 

りに思えるようになった。 

〇充実した活動を通して，北広島の「ひと・もの・こと」にふれ，知らなかった「ふるさと北広島」のよさを実感

する児童が年をおうごとに確実に増えている。 

〇町内の同学年の児童が一堂に会して協働活動をすることは，「ふるさと北広島」の意識付けや学校・ブロ 

ックの枠を越えた仲間づくりにつながり，小学校卒業後の中学校や地域での生活によい効果がある。 

〇他校の児童との交流により，自分や学級のよさ等を再認識することができた。 

〇「ふるさと」に愛着を持ち大切にするという主旨の事業は，とても意義深いものであると思う。北広島町な 

らではの事業になってきている。 

〇ふるさとを知り，地域の方と関わり，地元のよさを語ることのできる児童が増えた。 

〇町全体の取組として定着してきたことで，教育課程に位置付けられ，付けたい力や教科等との関連を明 

確にした計画的な実施をすることができている。 

ることができ，教育課程の位置付けをている。 

 

【 事 業 を 終 え て（成果） 】 

【ＰＰ発表資料より】 


